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・胴ベルト型安全帯および腰道具と併用可能なアシスト技術の実用化が期待できます。
・多方向に補助力を発揮する特徴はアイデア次第で活用の幅が広がります。

・バネとFRPロッド等、異なる方向に弾性を有するアシスト材を
組み合わせることで、補助力の方向と強度を柔軟に設計するこ
とができます。

伸縮方向の補助力と曲げ方向の補助力が合力として作用する
特徴により、幅広い作業への適用が期待できます。アピールポイント

発明の特長

活用に向けて

　腰部の負担を軽減するアシスト技術の多くは、
上半身から下半身にかけて装着が必要であり、現
行の装備品が多い建設作業などでは併用が難し
い場合がありました。
　本補助機構は背中から腰までの構成とすること
で、胴ベルト型安全帯および腰道具と併用するこ
とができ（上図右）、重りの持ち上げ動作におい
て腰部の筋負担が約28％軽減することを確認して
います（右図）。
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開放特許

～曲げと伸縮の組み合わせにより身体姿勢・動作に調和して補助力を発揮します～
多方向に補助力を発揮できる筋力補助機構

地方独立行政法人

北海道立総合研究機構

本補助機構の試作品を腰道具と併用した例

重りの持ち上げ動作で腰部の
筋負担が減少

伸縮方向にも補助力を発揮

曲げ方向にも補助力を発揮
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